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理研の広範な研究分野の活動を維持するには各分野にわたる技術支援を行う必要がある。当
チームは研究者からの要求に応じて研究用実験機器・電子機器の設計・製作を中心に技術開発支
援を行っている。機械・電気設計による技術開発支援では個々の研究者と密接な連携のもと新し
い実験装置の開発に取り組むと共に，理研内にニーズの高い光学素子開発に関わる先端技術開発
支援や各種プロジェクト研究に対する機器開発・運用支援，加工システムの IT化対応に基づく
開発環境整備に取り組んでいる。

1. 研究工作業務（大森，浦井，池上，橘内，志賀，田
島，山田，霜田，守安）
本年度の受注（依頼）件数は 422件（3/30現在）で過去

2年間の平均受注件数（630件）と比べると 200件以上減
少している。これは支援を担当する職員が毎年，定年によ
り退職し減少していることと，研究工作業務を専門に行う
職員は全体のうち 3名のみで他の職員は何らかのプロジェ
クトに参加しているためである。ここ 3年間で 5名が定年
退職し 3名が嘱託職員となり仕事を続けているが，週 3日
の非常勤職員のため工作業務の作業時間も大幅に減少して
いる。本年度の振替作業時間数は 6,157時間で昨年の 7,568

時間と比べても 1,300時間以上減少している。一昨年まで
の 2年間平均振替作業時間数 13,363時間と比べると 45%と
なる。
昨年と比べて依頼件数が大幅に減少した要因として，簡
単な作業は研究室にて製作してもらう（マシンショップを
充実），外部業者を紹介することにより当室を介さず直接研
究室より外注を利用して製作することをお願いしてきた結
果減少したものと思う。今後とも職員の減少が予想される
ことから研究工作業務の維持は非常に厳しい状況となって
いる。
特殊な加工の支援（微細加工等）についてはアドバンス
ト・エンジニアリングチーム（安齋，高橋，洲之内）の協力
を得て行った。作業内容はレーザーによる φ10µm～φ50µm

の穴を注射針に加工，φ0.3mmエンドミルによる試料溝の
加工等である。

2. 研究開発支援業務
研究支援設備の運営，研究プロジェクトへの技術支援と
参加，研究開発のための基礎実験の実施，機械・電機設計
エンジニアリング等を通して研究者への技術支援・アドバ
イスを行っている。
（1）マシンショップの運営管理（浦井，池上，志賀）
マシンショップは和光研究所，研究棟地下に設置されて
いるが，研究室の南地区への移転により研究者の利用しや
すい場所への設置が要望されたため，昨年技術棟内にも設
置された。当初，利用できる機械は小型精密旋盤，万能卓
上型小型フライス盤，ボール盤，バンドソーなどがあり小
型の部品なら加工可能であったが，来年度より万能小型精

密フライス盤と半自動小型精密旋盤の 2台が新たにマシン
ショップに設置されることにより，製作範囲が大幅に広く
なると共に利用しやすい施設になる予定である。今後，研
究者に安全に使用してもらうためにもこれら新規に導入し
た機械を含め使用できる装置の講習会を随時開催する予定
である。
（2）BASJE研究グループへの技術協力（田島）
東工大，名大，愛媛大，国立天文台，東大，理研および
ボリビア国立サン・アンドレス大学などが参加してボリビ
ア空気シャワー共同実験をチャカルタヤ山（標高 5,400m）
で宇宙線連続観測している。1918年に宇宙線が発見されて
以来，まだ高エネルギーの起源，伝播および核種の解明が
未解決のままである。そのために連続宇宙線観測を長年続
けてきた。本年度は全観測装置を自動的にモニターできる
128 chDSM装置（Density Spectrum Monitor）のプログラ
ム開発を含め製作し設置した。本装置は 1 chに 8個ディス
クリレベルがありガンマー線バースト現象にも応用された。
（3）三次元中エネルギーイオン散乱分光法の開発（霜田；
小林（山崎原子物理研究室））
ナノ材料の結晶学的構造解析のために三次元イオン散乱
分光法の開発を行っている。本年度は電子回路，解析方法
の整備を行った。本分光法により単結晶シリコン表面に成
長させたエルビウムシリサイド膜の分析を行い，薄膜の結
晶学的構造解析が可能であることが示された。
（4）送風ダストの気候への影響-日中共同プロジェクト
ADEC（山田）
中国北西部の乾燥地域である新疆ウイグル自治区のタク
ラマカン砂漠南縁策勒と甘粛省敦煌のそれぞれ 3ヵ所に，本
年度新たに開発した黄砂粒子の舞い上がりを測定するOPC

（光学的浮塵粒径計測器）とAWS（自動気象観測装置），飛
砂粒子測定のための SPC（飛砂粒径計測器）を一組とした
ダストフラックス計測システムを設置し昨年度に引き続き
観測を続行した。
（5）マイクロアレイに用いる高機能基板の開発（橘内）
次世代DNAマイクロアレイシステムの開発において，プ
ラスチックを素材にした三次元構造を持つ高機能な DNA

マイクロアレイ用プラスチック基板を開発した。本基板は
上面が平らな凸形状（約 90×90µm，四角柱状）を 1ブロッ
ク当たり 441 個有し，表面全体に金蒸着が施されている。
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この形状により，凸部へのスポットによるスポット量の定
量化，凸部と対抗電極を用いた誘電効果によるハイブリダ
イゼーションの高速高効率化，凸部による反射光を利用し
たデジタルスキャニングを可能とした。

(1) Facility management of the machine shop
The machine shop is currently installed in the basement

of the main research building at Wako Research Institute;
however, it has been decided to move the machine shop
to the Instrumentation Center due to the relocation of the
research laboratories to the South district as well as the re-
quest submitted by the researchers who needed easy access
to use the machine shop.

(2) Technical Assistance for BASJE research group
Cosmic ray continuous observation has been conducted

at CHACALTAYA mountain (at the 5,400m altitude) in
participation with Tokyo Institute of Technology, Nagoya
University, Ehime University, National Astronomical Ob-
servatory of Japan, the University of Tokyo, RIKEN and
Bolivia National San Andres University.

(3) Development of a three dimensional energy ion dis-
persion spectrum method

They are working on the development of three dimen-
sional energy ion dispersion spectrum methods in order to
analyze the crystallography structures of Nano materials.

(4) Influence of ventilation dust on the climate: Japan-
China joint project (ADEC)

As a part of the Japan-China joint project, Aeolian
Dust Experiment on Climate impact (ADEC), we con-
ducted dust flux measurement using a newly developed
dust flux observation system at two major Asian dust
source regions, Qira in southern part of Taklimakan Desert
and Dunhuang in He-Xi Corridor. The system consists
of SPC (sand particle counter) for saltation flux measure-
ment, OPC (optical particle counter) for suspended par-
ticle measurement and AWS (automatic weather station).
The observation was continued continuously last year.

(5) Development of a highly efficient basis for Microar-
ray use

In the process of developing the next generation DNA
Micro Array system, a highly efficient plastic basis with
three-dimensional structure that consists of the plastic ma-
terial for micro array use has been discovered.
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